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序
に
か
え
て

本
号
の
第
一
部
に
は
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
研
究
」

の
研
究
成
果
を
載
せ
た
。

一
九
九
二
年
度
に
開
始
さ
れ
、
三
年
に
及
ん
だ
「
デ
モ
ク
ラ

シ
l
の
研
究
」
(
研
究
代
表
・
酒
井
文
夫
聖
学
院
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
)

は
、
当
研
究
所
の
最
初
の
共
同
研
究
の
主
題
で
あ
っ
た
。
本

研
究
主
題
に
対
し
て
、
日
本
私
学
振
興
財
団
の
「
学
術
研
究
振
興
資
金
」
(
第
十
六
、

4
1
七
、
十
八
回
)

の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
、
審
査
の
あ
る
助
成
金
を
受
け
た
と
い
う
意
味
で
、
研
究
が
外
部
に
お
い
て
も
評
価
さ
れ
た
と
い
う
証
左
で
あ
る
。

研
究
会
は
、
毎
回
、

レ
ジ
ュ
メ
に
基
づ
い
た
、
約
一
時
間
の
研
究
発
表
と
そ
の
後
、

ほ
ぼ
二
時
間
(
時
に
は
そ
れ
以
上
)

に
わ
た
る
意
見

交
換
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
意
見
交
換
と
い
っ
て
も
通
常
考
え
ら
れ
る
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
か
ら
の
質
問
で
あ
り
、

そ
れ
に
対

す
る
発
表
者
の
回
答
で
あ
る
が
、
研
究
会
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
質
問
と
回
答
に
留
ま
る
こ
と
な
く
研
究
会
に
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
ひ
と
り

び
と
り
が
そ
れ
に
加
わ
る
「
討
論
」
に
基
づ
い
た
共
同
研
究
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

永
岡

薫
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
教
授
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ピ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
」
に
お
い
て
、

A

・
D
-
リ
ン
ゼ

イ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
思
想
の
骨
格
に
、
「
討
議
」
岳

ω
g
g
Z
D
が
あ
る
と
見
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
研
究
会
が
、

そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
討

論
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
理
解
の
共
通
の
視
角
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

ま
た
、
研
究
会
の
ひ
と
つ
の
ス
タ

イ
ル
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
別
の
意
味
で
ひ
と
つ
の
研
究
成
果
で
あ
っ
た
と
'
自
負
し
て
い
る
。
現
在
も
こ
の
ス
タ
イ
ル
は

「
自
由
の
伝
統
の
再
検
討
」

の
研
究
会
に
受
げ
継
が
れ
て
い
る
。
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第
二
部
に
は
、
英
語
教
育
研
究
、

講
師
の
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
発
表
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ロ
ン
ド
ン
経
済
政
治
大
学
教
授
の
G
・
ト
イ
プ
ナ

l
教
授
の
講
演
記
録
、

一
九
九
五
年
三
月

そ
し
て
当
研
究
所
の
所
員
、

4 

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所




